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千葉市長熊谷俊人様

千葉市市民局指定管理者選定評価委員会

会長小野寺浩一

指定管理者の行った公の施設の管理に係る評価について（答申）

平成30年4月16日付け30千市総第22号で諮問のありました標記の件について、
別紙の緑区役所部会からの報告のとおり答申します。
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平成30年7月5日

千葉市市民局指定管理者選定評価委員会
会長小野寺浩一様

千葉市市民局指定管理者選定評価委員会
緑区役所部会

部会長小野寺浩一

指定管理者の行った公の施設の管理に係る評価について（報告）

平成30年4月16日付け30千市総第22号で、千葉市長から諮問のあった標記の件
について、本部会において審議した結果、下記のとおり議決したので報告します。

記

1 指定管理者の行った施設の管理に係る評価（平成29年度分）について
（議決日平成30年6月29日）

（1）千葉市緑区鎌取コミュニティセンター
ア市の作成した年度評価案の妥当性について

市の作成した年度評価案の内容は、妥当であると判断される。
イ管理運営のサービス水準向上、業務効率化の方策、改善を要する点等について
（ア）施設稼働率について、市が設定している最終年度の数値目標を達成したことは

評価できる。今後は、魅力ある自主事業を実施するなど、利益の還元が得られる
よう引き続きサービスの向上に努められたい。

（イ）指定管理者の財務状況については、提出された計算書類等の資料に基づいた判
断であることを前提とするが、売上げ、経常利益及び当期純利益がそれぞれ増え
ており、経営成績は良好であり、また、財政的にも安定していることから、倒産・
撤退のリスクはないと判断される。

(2，）千葉市緑区土気あすみが丘プラザ
ア市の作成した年度評価案の妥当性について

市の作成した年度評価案の内容は、妥当であると判断される。
イ管理運営のサービス水準向上、業務効率化の方策、改善を要する点等について
（ア）施設稼働率及び利用者数について、市が設定している最終年度の数値目標を達

成したことは評価できる。今後とも利益の還元が得られるようサービスの向上に
努められたい。

（イ）当該施設は多くの高齢者や子供の利用に供していることから、防犯訓練を実施
するなど施設全体の防犯意識の向上を図られたい。

（ウ）指定管理者の財務状況については、提出された計算書類等の資料に基づいた判
断であることを前提とするが、経常利益及び当期純利益は増え、損益の状況は順
調に推移しており、財政的にも問題がないことから、倒産・撤退のリスクはない
と判断される。
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